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はじめに

　このドキュメントでは、e-frit0.41のe-frit0.4と比較した特徴を解説する。インストールや設定については、0.4と0.41は同じなので、0.4の「インストールと設定」を参照のこと。0.4と比較した0.41の特徴は、第一にMySQLの下位バージョンでも稼動するsqlファイル（DDL）を同梱したことである。そのほかにも、いくつかのバグを修正している。

機能追加

SQLファイルである「Ifrit/sql/mysql.sql」に加えて、「Ifrit/sql/mysql2.sql」を同梱。このmysql2は通常では使用されないが、インストールに際してmysql.sqlを削除した上で、mysql2のファイル名を「mysql.sql」に変更すると、下位バージョンのMySQLでも動作するデータ構造になる（WindowsXP環境で、MySql3.23で動作。4.1未満のバージョンは公式サイト（http://dev.mysql.com/downloads）からダウンロードできないこともあり、多様な環境での検査は残念ながらできなかった。（問題がある場合には、ご連絡をお願いします））。ただし、外部参照がなくなっており、「ON DELETE」の動作がないので、親アイテムの削除を頻繁に行うと「子アイテムのごみのデータ」が蓄積される。下位バージョンのMySqlで使用する場合には、この点に注意が必要。

修正点

１．「php.ini」の設定が「session.save_handler = user」の場合には、セッションを使用する際にエラーがでていた。


→各ファイルで「ini_set」を用いて対応

２．実はXoopsの「ログイン名」は日本語が可能であったのに、モジュール認証時には、日本語が使えなかった。

→各所の文字コード設定を変更して対応

３．XoopsCubeでの文字化け等の修正（ブロックのテンプレート、試験結果の詳細情報）

